
ガイドラインの

対応する章・節
概要図参照 No

＜サンプリング方法＞

風速 1

海洋表層にある

プラスチック以

外の夾雑物

9

2.3.2  Net types

2.4.6  Net immersion depth
8

2.3.3　Mesh openings 7

6

-

曳網時間 2.4.1 Towing duration 5

船速 2.4.2 Vessel speed 4

ネットの沈水深 2.4.6 Net immersion depth 11

2.4.5 Tow position 2

2.5 Metadata

4 Reporting
-

-

10

曳網位置

曳波とスクリューによる影響を避けるため、船舶の側面

でサンプリングすることが望ましい。（船から可能な限

り離す）

メタデータ

メタデータは、後の解析のため、現場観測で可能な限り

記録する（ガイドラインの入力フォーム"the data-input-

form for ocean surface microplastics monitoring"を参

照のこと）

網の洗浄 調査開始前に十分に洗浄する

2.6 Field sample blanks

ブランク試験

調査実施前に、最低1サンプルはブランク試験を実施す

る.

ブランク試験…曳網前のネットを、曳網終了時と同様の

方法で洗浄してコッドエンドを回収し、プラスチック粒

子のコンタミが無いか調べる作業を指す。

曳網距離

及び面積

の計算

曳網距離

濾水計（回転数）を使用して曳網距離を算出する

2.4.4 Tow distance
上記以外の計算方法

　(1)曳網時間と船速から計算する方法

　(2)GPSの位置情報（曳網の始点と終点)から算出する

方法

約20分

耐水船速：1-3ノット(小型船舶の場合、1-2ノット）

可能な限りネットの沈水深は一定に保つ（例えば、網口

の1/2を沈水させる、など）

曳網面積  沈水深が0.2-0.4mのとき、曳網面積約1000 m
2
に相当 2.4.1 Tow duration

2.4.3 Sweep area and

filtered water volume

3

濾水量  200-500 m
3
程度（曳網面積約 1000 m

2
に相当）

Tow parameters

海洋表層のマイクロプラスチックモニタリング調査時確認項目チェックリスト

Guidelines for Harmonazing Ocean Surface Microplastic Monitoring Methods version 1.1に基づいて作成

項目
2次元マップの作成、比較可能な結果を得るための推奨

事項

海況

風速5m/s以下のできるだけ穏やかなときに試料採取す

る
2.2 Sea conditions

2.5 Recording metadataプラスチック以外の浮遊物が高濃度である時期の調査は

避ける

＜サンプリング機器＞

網の種類 ニューストンネットまたはマンタネット

網の目開き 一般的に使用されているのは目開き0.3mmの網



ガイドラインの

対応する章・節
概要図参照 No

＜前処理＞

3.2.1 Biological digestion

and chemical treatment
-

密度分離 3.2.2 Density separation -

試料の分割 3.2.3 Sample splitting -

-

-

-

-

-

3.5 Material identification -

重量測定 3.6 Weight measurement -

3.7 Accuracy control during

analysis
-

マイクロプラスチックの同

定

プラスチック粒子の材質確認を正確に行うために、IR/

ラマン分光法を用いることを推奨する

重量測定前に試料を蒸留水で洗浄し、十分に乾燥させる

分析の品質保証/管理

（QA/QC)

分析精度に影響を与えうるコンタミを防ぐために講じた

対策等を記録する。

Notes

3.3 Isolation of microplastic
・1mm未満の粒子と1mmより大きい粒子は、別々に報

告することを推奨する。

粒子数の計数及びサイズの

計測

・各粒子の最大径を測定する

3.4 Counting and sizes of

particles

・ふるいのみの使用で粒子数や重量を把握しようとする

場合には、直接最大径を測定する場合と単純比較が難し

いことに留意する

・形態学的特徴によるプラスチック粒子の分類をするこ

とを推奨する

有機物の分解

・粒子径1 mm <d< 5 mmの場合: 必ずしも有機物分解

をする必要はない

・粒子径d<1 mm の場合 :正確な結果を得るためにも有

機物分解をした方がよい

プラスチック粒子の分離を効率的に行うことができる

スプリッターの使用は試料中の粒子数が多いとき等に有

効な手段（一定レベルの誤差が生じることを念頭におく

粒子の拾い出し

・実態顕微鏡を使用する場合でも、慎重に拾い出しを行

うこと。特に、1mm未満の粒子を見落とさないよう注意

マイクロプラスチックの室内分析

項目
2次元マップの作成、比較可能な結果を得るための推奨

事項


